
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間前金払とは、当初の前金払を

受けた後、簡単な手続で請負代金

の２０％以内の前払金を追加で

請求できる制度です。

「中間前金払」は部分払に代わる制度として、国や群馬県を始め県内の複数の自治

体で採用されています。建設企業への円滑な資金供給を目的とした制度であり、事務

手続も簡素化されています。 

※ 群馬県発注工事については、平成２３年４月、部分払との選択制から併用制に改

正されました。 

※ 県土整備部発注工事については、平成２４年９月、「ぐんま電子納品システム」か

ら簡単に認定請求が行えるようになりました。 

※ 群馬県内では、次の自治体で中間前金払制度が採用されています。 

 群馬県、全ての市、甘楽町、長野原町、草津町、みなかみ町、大泉町、嬬恋

村 

 安中市、長野原町、草津町、大泉町は、平成２４年４月１日以降の契約分

から適用されます。 

 適用基準（請負金額、工期など）は自治体により異なります。 

平成２４年９月版 

 
〒371-0846 前橋市元総社町 2-5-3 群馬建設会館 2F 

TEL 027-252-1661   FAX 0120-027-326 
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          ①認定請求（認定請求書による）          

          ②認定調書の交付                 

         ⑤中間前払金の請求                

                                     

   ③       ⑦                  ⑥  

中         払                中 

   間 ④         出              間 

   前 保           請            前 

   払 証       ⑦     求          払 

   金 証        払               金 

   保 書          出             の 

   証 発            し           振 

   申 行                        込 

   込                          み 

   み                              

             （業務委託契約）                     

                             

   

 

① 発注者へ「認定請求書（別記様式第１号）」(P4)、「履行報告書（中間前金払用）（別記

様式第２号）」(P5)を提出します。 

※履行報告書の記入については「履行報告書記入例」(P7)をご参照ください。 

② 発注者から「認定調書（別記様式第３号）」(P8)が交付されます。 

③ 保証会社へ中間前払金保証の申込（（保証申込書式）(P9)）を行います。 

④ 保証会社から、中間前払金保証証書(P10)が発行されます。 

⑤ 発注者へ中間前払金保証証書と「前払金（中間）請求書（別記様式第２４号）(P11)」

を提出します。 

⑥ 金融機関の前払金専用口座に、発注者から中間前払金が振り込まれます。 

⑦ 金融機関へ中間前払金専用の預託金払出依頼書(P12)を提出し、中間前払金の払出しを 

行います。 

 

 
 
 
 

お客様 

保証会社 

発注者 

金融機関 

 経費・事務の省力化！ 

中間前金払制度は、発注者、受注者双方の経

費・事務省力化を目的としております。 

部分払のような出来高検査をせずに、簡単な

手続（認定請求）により中間前払金の請求が行

なえます。 
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○当初契約の請負代金額が１５０万円超で、かつ予定工期が９０日以上の建設工事（土木、

建築に関する工事）であること。 
○工期の２分の１を経過していること。 

○工程表により、工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされている作業が行

われていること。 

○既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負金額の２分の１以上の額に相当す

るものであること。 

○既に前金払の支出が行われていること。 

○部分払の支出がなされていないこと。（複数年事業については同一年度においてされてい

ないこと。） 

 
○前払金保証・契約保証申込書（様式第１号）・・・・・・(例－１)（P9） 

申込者欄への押印と、中間前払金額及び金融機関支店名のみご記入ください。 
      ※インターネットによる保証会社の保証手続サイト“NetDesk”もご利用いただけます。

 
○前払金使途内訳明細書（様式第５号）・・・・・・・・（例－２）（P12） 

保証契約者欄への押印と、中間前払金額及び金融機関支店名のみご記入ください。 
支払先確認書類は不要です。 

※インターネットによる保証会社の保証手続サイト“NetDesk”もご利用いただけます。

 
○認定調書（写）（P8） 

発注者に発行していただく書類です。 
 

中間前払金の払出しには、保証会社からお渡しする専用の「預託金払出依頼書」 

（例－３）（P12）だけで（証明資料は不要です）手続ができます。 

中間前払金に係る保証料率は、一律０．０６５％ 

 
＜計算例＞請負金額 2，100 万円の工事で中間前払金をご利用いただく場合 

 中間前払金額   21,000,000 円×0.2＝4,200,000 円 

 中間前払金保証料 4,２00,000 円×0.065%≒2,700 円（100 円未満切り捨て） 
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（別記様式第１号） 

 

                   認 定 請 求 書 

 

                                                      年  月  日 

（契約担当者） 

            様 

 

                   住 所 

                                受注者 

                   氏 名                        印 

 

 下記工事について、中間前払金の支払を請求をしたいので、要件を具備しているこ 

とを認定されたく請求します。 

                                    記 

工 事 名  

工 事 場 所       

工   期 

着工      年   月   日 

完成         年   月   日 

請負代金額                                             円 

 

 

摘   要 

 

 

 

 

工期の２分の１を経過した日      年  月  日 

添付書類 ・履行報告書（中間前金払用） 

          ・工事工程報告 

 

 

 注１ 工期の２分の１を経過した日については、債務負担行為に係る契約では、当該年 

  度の工事実施期間の２分の１を経過した日を記入する。 

 注２ 工事工程報告について別途提出している場合は添付不要とする。 

 注３ ぐんま電子納品システムにより提出する場合は押印を省略できる。 
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（別記様式第２号） 

履行報告書（中間前金払用） 

  年  月  日 

（契約担当者） 

            様 

                      住 所 

                   受注者 

                      氏 名              印 

 本書のとおり請負工事の履行状況を報告します。 

工  事  名  

工 事 場 所       

工 期 
着工   年  月  日 

完成   年  月  日 

請負代金額 円      

工 種 構成比％ 予定工程％ 実施工程％ 備 考 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

計     

注１ 構成比は直接工事費に占める各工種毎の構成割合を、予定工程及び実施工程は報告時
点の状況をそれぞれ記入すること。 

   なお、記入については、契約時に提出した工程表等に基づき作成すること。 
注２ 実施工程計は５０％以上であること。 
注３ ぐんま電子納品システムにより提出する場合は押印を省略できる。 
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②  ③

別記様式第１８号（規格Ａ４）（第３２条関係）  
 

 

平成２４年 ７月１日  

 

工    程    表  

 

○○土木事務所長 ○○ △△ 様  

 

                                  住  所 群馬県  ○○市  △△町  １－２－３  

                         請  負  者  

                                  氏  名   ××建設株式会社  

代表取締役 △△ ○○    印  

 

  下記のとおり施工しますから、承認願います。  

 

記  

 

工事番号第 ０００号  

                                  

１ 工  事  名  補助公共 交通安全施設等整備事業  

工事場所     （国）＊＊号 ○○市 △△町 一丁目地内  

 

２   請負金額    ￥２１，０００，０００円（内 消費税￥１，０００，０００円）  

 

３   工  期   着工 平成２４年 ７月 １日  

                  完成 平成２４年１２月１５日  

 

工  種  数 量 構成比 ７月  ８月  ９月  １０月  １１月 １２月  

準備工  １式 0.0            

土工事  １式 5.0            

構造物撤去  100.0㎡ 5.2            

地盤改良工  100.0 10.0            

舗装工  1式 36.0            

排水構造物工  1式 33.8            

道路付属施設  1式 6.0            

区画線工  1,200ｍ 4.0            

 100％            
 

 

100％

60％  

100％

100％

80％  

100％

は計画工程／  は実施工程の記入例です。 

中間前払金請求時点での各工種の実施工程については、貴社の 

当該工事現場ご担当様にご確認ください。 

①
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（別記様式第２号） 

履行報告書（中間前金払用） 

  平成２４年９月２４日 

（契約担当者） 

 ○○土木事務所長 ○○ △△ 様 

                      住 所 群馬県 ○○市 △△町 1-2-3 

                   受注者    ××建設株式会社 

                      氏 名 代表取締役 △△ ○○  印 

 本書のとおり請負工事の履行状況を報告します。 

工  事  名 補助公共 交通安全施設等整備事業 

工 事 場 所      （国）＊＊号 ○○市 △△町 一丁目地内 

工 期 
着工 平成２４年 ７月 １日 

完成 平成２４年１１月３０日 

請負代金額 ２１，０００，０００円 

工 種 構成比％ 予定工程％ 実施工程％ 備 考 

土工事 ５．０ ６７．０ ６０．０  

構造物撤去 ５．２ １００．０ １００．０  

地盤改良工 １０．０ ４５．０ １００．０  

舗装工 ３６．０ ０ ０  

排水構造物工 ３３．８ ５６．０ ８０．０  

道路付属施設 ６．０ ６７．０ １００．０  

区画線工 ４．０ ０ ０  

     

     

     

     

     

     

     

計 １００．０ ３６．０ ５１．２  

注１ 構成比は直接工事費に占める各工種毎の構成割合を、予定工程及び実施工程は報告時
点の状況をそれぞれ記入すること。 

   なお、記入については、契約時に提出した工程表等に基づき作成すること。 
注２ 実施工程計は５０％以上であること。 
注３ ぐんま電子納品システムにより提出する場合は押印を省略できる。 

① 

④予定工程及び実施工程 
貴社の当該工事の現場代理人様に 
ご確認ください。 
「ぐんま電子納品システム」からも作成
できます。 

②  ③ ④ 
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（別記様式第３号） 

 

認 定 調 書 

 

    年  月  日 

 

（受注者） 

              様 

 

                     （認定者） 

                                   印 

 

 下記工事について、その進捗を調査したところ、中間前払金を支払うことができる 

要件を具備していることを認定します。 

                  記 

工 事 名  

工 事 場 所       

工   期 

着工      年   月   日 

完成      年   月   日 

請負代金額                              円 

摘   要 

 

 本件は「債権譲渡案件」でないことを確認した  工事事務担当者確認印 

 中間前金払を支払うことができる要件を確認した 

年  月  日  監督員確認印 
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別 記 様 式 第 ２ ４ 号 （ 規 格 Ａ ４ ） （ 第 ３ ２ 条 関 係 ）  

 

前  払  金 （ 中 間 ）  請  求  書  

 
                      年   月   日  
  群 馬 県 知 事       あ て  
 
 
                  住  所  
             受  注  者  氏  名          印  
                   電 話 番 号  
 
 次 の と お り 請 負 工 事 の 前 払 金 （ 中 間 ） を 支 払 っ て く だ さ い 。  
 
 
 請 求 金 額          
（ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 を 含 む ）          

 
 
 
 

 
百  
 
 

 
十  
 
 

 
億  
 
 

 
千  
 
 

 
百  
 
 

 
十  
 
 

 
万  
 
 

 
千  
 
 

 
百  
 
 

 
十  
 
 

 
円  
 
 

 
 工 事 名          

 
 

 
 工 事 場 所          

 
 

 
 
 請 負 代 金 額          
 

 
 
 
 

 
百  
 
 

 
十  
 
 

 
億  
 
 

 
千  
 
 

 
百  
 
 

 
十  
 
 

 
万  
 
 

 
千  
 
 

 
百  
 
 

 
十  
 
 

 
円  
 
 

 
     年 度  
 出 来 高 予 定 額          

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
上 記 請 負 代 金 額           
（ 又 は 出 来 高 予 定 額 ）           
の １ ０ 分 の   の 金 額           

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 保 証 金 額          

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 保 証 証 書 契 約 番 号          

 
 

 
 保 証 期 間          

 
 

 
 添 付 書 類          

 
 前 払 金 （ 中 間 ） 保 証 証 書  

 
 
預 託 金  
 
融 機 関  
口  座  
振 替 先  
 
 

 
 
口 座 番 号 等       
 

 
                 普 通 預 金  
   銀 行   支 店             番  
               当 座 預 金  

 
口 座 名 義 人       

 
 

 
カ ナ 表 示       
 

 
 

 注 １  中 間 前 払 金 を 請 求 す る 場 合 は 、 「 前 払 金 」 を 「 前 払 金 （ 中 間 ） 」 
   と 表 示 す る こ と 。         
  ２  「 年 度 出 来 高 予 定 額 」 欄 に つ い て は 、 債 務 負 担 行 為 に 係 る 契 約  
   の 場 合 に 記 載 す る こ と 。  
  ３  「 上 記 請 負 代 金 額（ 又 は 出 来 高 予 定 額 ）の １ ０ 分 の   の 金 額 」 
   欄 に つ い て は 、 前 払 金 の 場 合 は 「 ４ 」 を 記 入 し 、 中 間 前 払 金 の 場  
   合 は 「 ２ 」 を 記 入 す る こ と 。  
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